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（論 文 内 容 の 要 旨 ）

コー ドレ ビュー は、 開発 サイ クル の間 に ソフ トウェア 開発 チ ー ムが ソフ トウ ェ

ア製 品の 品質 を高 め る こ とを手助 けす る重 要 な品 質保 証 メカ ニズ ム であ る。 オ ー

プ ン ソー ス ソフ トウェア （OSS）開発 では分 散 した 開発者 間で の協調 が必 要 とな る

た め 、OSSプ ロジ ェク トにお いて はオ ン ライ ンツール を活 用 した先進 的 コー ドレビ

ュー （ModernCodeReview， 以 下MCRと 記 述） 手 法 が実施 され る。 、これ は会議 形

式 で の形 式 的 な検査 に基礎 を置 い た伝 統的 な コー ドレビhLと 大 き く異 な る手 法

で あ る。MCRに お け る レビュー の有効性 は開発者 間の人 的 関与 お よび社 会 的 なイ ？

タ ラ クシ ョンに重 大 な影響 を受 け るが そ の よ うな側 面 か らの研 究 は これ まで ほ と

ん ど行 われ て こなか った。

本論 文 で はOSSプ ロジ ェク トのMCRに お け る人 お よび社会 的 な面 を研 究す るた

め に、複 数 の事例 に対 す る調査 を行 った。論 文 は大 き く2つ の主題 を持 つ。

第 一 の主題 はMCRに お け る ソー シ ャル ・ネ ッ トワー ク分 析 で あ る。5つ の大 規模

1で 著名 なOSSプ ロジ ェク トか らレビュー履歴 を抽 出 し
、その プ ロセ ス を調 査 した。

具体 的 に は、オ ンラィ ン レビュー システ ムGerritの レビューデ ー タを リポ ジ トリ

か ら得 るた めの 具体 的 手法 を確 立 し、得 られ た レビュー デ ー タ を元 に、 レビュー

プ ロセ スや 開発者 間の対 話 を調 査 した。 履歴 デ ー タか ら ソー シ ャル ・ネ ッ トワー

ク （メ ンバ 間 に存在 す る コ ミュケー シ ョンパ ス を も とに した グ ラ フ構 造 ） を抽 出

し、パ ッチ作者 と評 者 の間 の社会 的 な 関係 を分 析 した。

第2の 主題 は、 コー ドレ ビュープ ロセ ス の文 脈 にお け る公正 さの研 究 で あ る。

MCRは オ ン ライ ン上 で行 われ るた め、不公 平 な コー ドレ ビュー傾 向 を もた らす 可能

性 の あ る レビュー ア の行 動 を調査 した。

本論 文 の 主要 な寄与 は 、社会 的 な面 か らのMCR手 法 の評 価 で あ り、下記3点 の

観 察 結果 を与 える もので あ る ：（1）コー ドレビュー コ ミュニ テ ィの社 会 的 な構 造

は、 開発 者 の性 能 を評 価 す るた めに必 須 で あ る。 （2）レビュー ア の行動 は レビi

一 プ ロセ ス とそ の結果 に強 く影 響す る。 （3）コー ドレビュー プ ロセ スに は公 正 さ

の問題 が存在 し、無視 され るべ きで はな い。

最後 に 、 これ らの実証 的観 察 に基 づ き得 られ た 、 ソフ トウェア製 品 の欠 陥 リス

ク緩 和 のた め にMCRプ ロセ スで採用 す るべ き方 針 が示 され て い る。
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（論文審査結果の要旨）

ソフ トウェア開発 にお け る保 守重要性 は年 々増 大 してお り、保 守性 の向上 は

喫緊 の課題 となってい る。オ ンライ ンツール を最 大限 に活用 した先進 的 コー ド

レビュー プ ロセ ス （ModernCodeReview、 以下MCR） プ ロセ スは，分 散 した多人

数 のエ ンジニ アが ソフ トウェア保 守 に効率 よく取 り組 む こ とので きる仕組 み と

して、オープ ン ソース分野 を中心 に普 及 が進 んでお り、近年特 に注 目され る手

法で ある。

審査対象論文 では，オープ ン ソース ソフ トウェア （OSS）開発 プ ロジ ェク トの

MCRに お ける人お よび社会 的 な側面 か らの調査 を複数 の事例 に対 して実施 した

結果 を報告 している。論文 は大 き く2つ の主題 を持つ。第1の 主題 はMCRに お

ける ソー シャル ・ネ ッ トワー ク観 点か らの構造 の分析 であ る。具体 的には、5つ

の大規 模 で著名 なOSSプ ロジェク トにつ いて 、オ ン ライ ン レビュー システ ム

Gerritの レビューデー タを リポジ トリか ら獲得 し、そ のデー タを元 に ソー シャ

ル ・ネ ッ トワー ク （メンバ 間 に存在 す る コ ミュケー シ ョンパス を もとに した グ

ラフ構造） を構 築 してい る。 このネ ッ トワー クを分析す るこ とで 、パ ッチ作者

とレビューアの間の社会 的な関係 を調査す ることができ る。第2の 主題 は、MCR

プ ロセスの文脈 にお けるレビュー内容 の公正 さであ る。MCRは オ ンライ ン上で行

われ るため、不公 正 なコー ドレビューが行 われやす い。 その よ うな傾 向 をもた

らす 可能性 のあ る レビュー アの行動 が調査 され報告 され てい る。

本論文 の主要 な寄与 は、人 的 ・社会 的側面 か らのMCR手 法の評価 であ り、下

記3点 の観 察結果 を与 えるものであ る ：（1）コー ドレビュー コ ミュニテ ィの社

会的 な構 造 は、 開発者 の性 能 を評価す るた めに必須 で ある。 （2）レ ビュー アの

行 動 は レビュー プ ロセ ス とその結果 に強 く影 響す る。 （3）コー ドレ ビュー プ ロ

セ ス には公正 さの 問題 が存在 し、無視 され るべ きではない。最後 に、 これ らの

実証 的観察 に基 づ き得 られた、ソフ トウェア製 品の欠陥 リスク緩和 のためにMCR

プ ロセ スで採用す るべ き方針 が示 され てい る。

以上述べ た とお り、本論 文は、ソフ トウェア保 守 にお ける重要手法 であるMCR

の性質 を人的 ・社 会的側面 か ら実 証的デー タに基 づい て分析 した結果 とそれ に

基づ く実用的 な提言 を与 えて い る してい る。分析 は実際 の開発 デー タを もちい

て実証 的に行 われ てお り、妥 当性 につ いて も具体 的な検証 がお こなわれてい る。

従 って、博士号 を授与す るに値す る と判断 できる。


